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先

の
大
戦
時
、
三
菱
重

工
業

（株
）
名
古
屋
に
朝
鮮
か
ら
強
制

動
員
さ
れ
苦
難
の
生
活
を
強
い
ら

れ
た

「朝
鮮
女
子
勤
労
挺
身
隊
」

の
戦
前

・
戦
後
の
被
害
お
よ
び
名

誉
回
復
の
た
め
に
立
ち
上
が

つ
た

日
韓
の
市
民
た
ち
を
描
い
た
舞
台

劇

「
ほ
う
せ
ん
花
』
公
演
が
、
名

古
屋
の
市
民
劇
団

「平
演
会
」
に

よ
っ
て
二
月
下
旬
、
韓
国
光
州
で

行
わ
れ
る
。

初
演
二
〇
〇
三
年
、
再
演
二
〇

三
二
年
。
光
州
公
演
は

『
ボ
ン
ソ

ン
フ
ア
Ⅲ
」
と
名
う
つ
。

光
州
で
広
く
配
布
さ
れ
た
案
内

ビ
ラ
に
は
、
「加
害
国
日
本
の
戦

争
犯
罪
を
日
本
人
の
良
心
で
告
発

す
る
！
」
と
あ
る

【
下
段
参
照
】
。

地
元
の
各
紙
も
大
き
く
取
り
上

げ
、
す
で
に
、
五
百
の
予
約
席
は

理
ま

つ
て
い
る
と
い
う
。

今
回
の
光
畑
公
演
に
は
、
名
古

屋
か
ら

「平
演
会
」
の
ス
タ
ツ
フ

・
キ
ャ
ス
ト
の
他
に

『
支
援
す
る

会
』
会
員
も
同
行
、
観
園
す
る
。

韓
国
で
は
、
徴
用
工

・
勤
労
挺

身
隊
裁
判
が
進
行
中
で
、
原
告
被

害
者
ら

の
勝
訴
が
相
次

い
で
い

ＺＯ
。ま

た
地
元
メ
デ
イ
ア
に
よ
る

『
質
疑
書
』
に
対
す
る
三
菱
重
エ

の
回
答

【
左
頁
参
照
】
が
波
紋
を

呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

ボ
ン
ソ
ン
フ
ア
Ⅲ
』
演
出
の
、
な

か
と
し
お
さ
ん
は
、
Ｆ
一菱
側
の

言
い
分
を
実
に
明
快
に
あ
ぶ
り
だ

し
た
質
疑
書
で
す
ね
。
早
速
、
今

日
の
稽
古
で
こ
れ
を
使

っ
て

「学

習
会
」
を
や

つ
て
、
光
燿
公
演

ヘ

の
意
志
を
さ
ら
に
固
め
た
い
と
思

い
ま
す
。
」
と
語
つ
て
い
ま
し
た
。
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韓 国 の 法 磯 て 義 か れ る 機 告
==菫

エ

韓国YTNの質問にも強弁        で伽痴済み
く大 韓 民 国 大法 院 判決 に対 する三菱 4alの立場 を訊 ね る貫疑 書 >

2024年 2月 2日

は じめまして。私 Iま韓 国の二EL~スチヤンネル YTN報道制 作局企 画探査 1チー ムの 柴轍佑 (シ・チョル
ウ)と申します 。

三菱重工業が 日帝強制 占領下の強 tll動 員被害者 に対する謝 罪 と被 書賠償 問題 についてお尋 ね しま
す 。去る2018年 10月 、韓 国大 法院 (最高裁 判所)は名古屋 の三菱重工業に強制 動員された被 害 者 に賠償
せ よという判 決を下 しました。以後 、三菱に関連した日帝強議 員被 害訴訟 が 、下 級審で相次 いで被 害
者 側 に勝 訴 準1決を出 し続 けています 。日本 の裁 判 所も三菱が、太平洋戦争時期に労働力確保のため、朝
鮮半島から幼い生徒たちを欺籠し、日本へ 強制連 行 して強 制動員させた事実を認定しています。

三菱重通業が 日帝強制 占領下の強 制動員被害 者 に対する謝 罪 と被 害賠償 問題 についてお尋 ね しま
す 。去る2018年 10月 、韓 国大 法院(最高裁 判所)は名古屋 の三菱重工業に強制動員された被 害者 に賠償
せ よという判決 を下 しました。以後 、三菱に関連した固帝強制動員被 審訴 訟が 、下級審 で相 次 いで被 害
者側 に勝 誘 判決 を出し続 けています。餞本 の裁 判 F~Iも三菱が、太平洋戦争時期に労働 力確保のため、朝
鮮半島から幼い生徒たちを欺購し、日本へ 強希腱 行 して強制 動員させた事実を認定しています。

三菱個は去る2010年 7月 から2012年 7月 まで「三菱女子勤労挺身隊事件」について日本と韓国の市民団体等
と、強制動員問題を解決するための交渉を試みたことがあります。当時、交渉は最終的に決裂しましたが、三菱
側が 日帝強制 占領下の強 tll動 員問題に対して、前向きな姿勢を備えるだろうという期待もありましたёしかし、

れ 人強制動員被害 者 F・5題については無視する姿勢で一貫していま
質 F・l内 容 2月 6日 午 前 、三菱重五グループ戦略推進課広

報部
石井大策広報グループ員から来た回答

1、 三菱重工業は 日本 政府 の朝 鮮 半 島に対する不
法な植 民地 支配 と侵 略戦 争 の遂 行過程 で行 われ
た反 人道 的な行 為と、このせ いで80年 近 い歳 月の
間 、苦痛 を受 けている被 害者 に対 して、どのような
立 場を持 っておられ るのか 、答 弁 をお願 いします 。

1、 日韓両国間及びその国民の請求権 に関する

問題は、難韓請求権協定により「完全かつ最終
的に解決」されているというのが 当社 の立場で

あり、且つ現在係争 中の案件にかかることから、
コメント1ま控えさせていただきます。

2.2018年 10月 、韓 国大法 院 の判決 で確 定した三菱
重工業の被害賠償金は、未だ梁錦徳 (ヤン・クムドク)さ

んらが受け取れないでいます。三菱■llか ら、会社の立
場として謝罪を表明し、賠償 金 を支給する用意 があ
るのか お聞きします 。

2_日 韓請求権協定により「完全かつ最終 的に解
決」されているというのが 当社の立場であり、そ
のようなことをする予定 :まありませ ん。

3_去る1月 18日 、韓 国の光 州地 方裁 判 所 は三菱重
工業を相手取って日帝強 tll動 員被 害者 が起 こした訴
訟 で、原告 の一部勝 訴 という判 決を下 しました。2
月 15日 韓 国の 光 州地方裁 判 所 民事 部 は、2019年
提訴 してか ら実 に57ヵ 月ぶ りの判 決を出すと決 定 し
ました。最 近 、韓 国の裁判 断では相 次 いで三菱側と
日本の企業を相手にした日帝強制 動員被 害訴 訟 で、
原告側 の勝訴 判決を出し続 けています 。これ に対
基 菱側の立場は、どういうものですか?

3日 韓両国 FHl及びその国民の請求権に関する
問題は、日韓請求権協定により「完全かつ最終
的に解決」され、如何なる主張もだきなくなったと
理解しています。これに反する―連の判決 及 び
手続 きは極 めて遺憾 というのが当社の立場で
す。

4_「名古 屋 の三菱訴訟を支援する会」等、日本の市民
団体は現在まで、三菱重工業本社 前で「金曜行動」を
続けています。日本の市民団体は「三菱側が会社とし
て被 害者 の F.5題 に耳自隕け、謝罪と被 害 賠償 をしな
けれ ばならない」と■ 張します 。これ :こ対する、三菱
側の立場をお聞きしたいと思います。

4_日 韓請求権協定により「完全かつ最終的に解
決」されているというのが当社の立場です。

b_私 ともIよ 現在  くYTN探査報 告書 記 録 >というド
キュメンタリーを製作 しています 。 3月 に放送 予定
の「臼帝強制動員被 害者を助 ける日本 人」という主
題 で取 材 中です 。YTNの取材 陣 は三菱側の立場を
聞くために、2月 9日 東 京の三菱重工業本 社 を訪 Fnlす
る予 定です 。取材 陣 の質問 に対する三菱側の好意
的な立場表明を期待し、関係者のインタビューの要請
に応 じてくれ るようことを丁重 に要 請いたします。

5.現在係争中の案件であり、当社としてインタ
ビュー に対応 する予定 はありません。
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【その 92】

書籍『夜の河を渡れ』
(1990年 )

梁 石 日 著

傷P 麗菫 ―― 農B
(kOrearnOvieculture@yah∞

cOり ρ)

●

“

文化を知る会

バ
ブ
ル
に
向
か
う
東
京

夜
の
街

付
度
な
し
に
描
く
「在
日
」
の
風
景

本
書
は
朝
鮮
学
校
卒
業
生
を
主

人
公
と
し
て
書
か
れ
た
長
編
小
説

で
あ
る
。

本
書
が
出
版
さ
れ
た

一
九
九
〇

年
は
、
朝
鮮
学
校
を
と
り
ま
く
環

境
は
少
し
違

つ
て
い
た
。
朝
鮮
学

校
の
大
学
受
験
資
格
認
め
て
い
た

の
は
、　
一
部
の
私
立
大
学
だ
け
で

あ
り
、
自
分
の
希
望
す
る
大
学
を

受
験
し
よ
う
と
し
た
朝
鮮
学
校
の

学
生
た
ち
の
な
か
に
は
、
朝
鮮
学

校
に
通
い
な
が
ら
も
日
本
の
高
校

の
定
時
制
等
に
も
在
籍
し
な
け
れ

ば
な
か
な
か
つ
た
人
々
も
い
た
。

ま
た
現
在
は
朝
鮮
学
校

へ
の
高

校
無
償
化
適
用
求
め
る
行
動
を
朝

鮮
学
校
の
学
生
や
日
本
の
市
民
た

ち
が
行
な

つ
て
い
た
が
、
当
時
、

街
頭
で
の
署
名
活
動
を
行
な
つ
て

い
た
の
は
朝
鮮
高
校
の
全
国
高
校

総
合
体
育
大
会

へ
の
参
加
問
題
で

あ

っ
た
。

朝
鮮
学
校
が
正
式
に
全
国
高
校

サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大
会
や
イ
ン
タ

ー

ハ
イ
に
参
加
が
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な

つ
た
の
は
九
〇
年
代
に
入

っ
て
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
理
由
は
当
時
、
全
国
高

等
学
校
体
育
連
盟
が
加
盟
資
格
を

学
校
教
育
法
第
１
条
に
い
う

「学

校
」
（
い
わ
ゆ
る
１
条
校
）
に
限

定
し
て
、
そ
の
他
の
競
技
団
体
も

こ
れ
に
な
ら

っ
て
い
た
か
ら
で
あ

ＺＯ
。本

書
の
主
人
公
で
あ
る
東
京
朝

鮮
中
高
級
学
校
に
通
っ
て
い
た
卒

業
生
た
ち
の
会
話
や
人
生
の
中
に

も
、
か
つ
て
朝
鮮
学
校
が
す
べ
て

の
公
式
試
合
に
出
場
で
き
な
か
っ

た
差
別
の
歴
史
の
憤
り
と
悲
し
み

が
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
。
本

書
の
あ
ら
す
じ
は
、
以
下
の
と
お

ぬソ
。小

説
の
舞
台
は
、
バ
ブ
ル
に
向

か
う
時
代
の
新
宿
の
歌
舞
伎
町
。

朝
鮮
学
校
の
学
生
時
代
か
ら
の
親

友
の
李
哲
博
と
朴
政
道
は
、
と
も

に
歌
舞
伎
町
で
事
業
を
行
う
経
営

者
で
あ

つ
た
。
二
人
は
朝
鮮
学
校

で
か
つ
て
は
ボ
ク
シ
ン
グ
と
サ
ツ

カ
ー
の
選
手
で
あ

つ
た
。
二
人
の

絆
は
と
て
も
深
い
。
時
折
、
意
見

の
違
い
か
ら
激
し
く
ぶ

つ
か
り
合

う
こ
と
は
あ
る
に
せ
よ
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
二
人
の
並
々
な
ら
ぬ

上
昇
志
向
の
バ
イ
タ
リ
テ
イ
ー
を

さ
ら
に
高
め
る
も
の
で
あ

つ
た
。

そ
ん
な
彼
ら
が
さ
ま
ざ
ま
な
業

種
で
の
事
業
を
試
み
、
さ
ま
ざ
ま

な
挫
折
を
経
験
し
な
が
ら
も

一
擢

千
金
を
狙
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
な
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か
、
彼
ら
の
始
め
た
ゲ
ー
ム
屋
が

大
当
た
り
し
、
事
業
を
拡
大
し
て

い
く
。

彼
ら
の
事
業
拡
大
の
欲
望
は
際

限
が
な
い
。
法
の
網
を
く
ぐ
り
な

が
ら
、
違
法
行
為
ぎ
り
ぎ
り
の
事

業
を
拡
大
し
て
い
つ
た
が
、
幸
運

は
い
っ
ま
で
も
続
か
な
か
つ
た
。

あ
る
日
、
複
雑
な
事
情
が
あ
る
ビ

ル
の
買

・収
に
よ

つ
て
窮
地
に
陥

る
。
一異
切
り
、
そ
し
て
反
社
会
的

勢
力
の
介
入
に
よ
つ
て
、
結
局
全

財
産
を
失

つ
て
し
ま
つ
た
。

し
か
し
彼
ら
は
打
ち
の
め
さ
れ

な
が
ら
も
、
不
思
議
に
も
そ
の
挫

折
に
懲
り
ず
に
次
の
手
を
考
え
て

い
く
。
借
金
地
獄
に
な
り
失
う
も

の
が
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
な

が
ら
も
、
さ
ら
に
大
き
な
商
売
の

賭
け
に
出
て
い
く
と
い
う
刹
那
的

な
生
き
方
を
新
た
に
選
択
し
た
二

人
は
、
以
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
欲
望

が
う
ず
ま
く
の
街

。
新
宿
の
夜
の

河
を
渡

つ
て
い
く
。

本
書
を
久
し
ぶ
り
に
手
に
取

つ

て
み
た
ら
、
新
宿
の
歌
舞
伎
町
の

区
役
所
ど
お
り
の
夜
の
風
景
、
鼻

に
つ
く
独
特
の
匂
い
、
雰
囲
気
が

リ
ア
ル
に
蘇

つ
て
き
た
。

以
前
、
そ
の
周
辺
に
し
ば
し
ば

訪
れ
て
い
た
飲
食
店
が
あ
り
、
そ

の
店
で
の
人
々
と
の
会
話
と
本
書

の
内
容
が
交
差
し
た
。
朝
鮮
料
理

を
前
に
熱

つ
ぽ
く
語
る
人
々
。
青

唐
辛
子
や
に
ん
に
く
を
そ
の
ま
ま

か
じ
り
な
が
ら
、
時
折

マ
ツ
コ
リ

を
口
に
含
ん
で
黙
々
と
食
事
を
す

る
人
。　
一
品
の
料
理
を
注
文
し
た

ら
、
机
い
つ
ぱ
い
の
ミ
ツ
パ
ン
チ

ヤ
ン

（常
備
菜
）
が
あ

つ
と
い
う

間
に
並
べ
ら
れ
、
そ
の
う
ち
の

一

つ
を
食
べ
終
わ
る
と
際
限
な
く
お

か
わ
り
が
出
て
く
る
お
店
。
さ
ま

ざ
ま
な
風
景
が
日
に
浮
か
ん
で
止

ま
ら
な
い
。

筆
者
が
こ
の
街
を
訪
れ
た
の
は

日
本
の
バ
ブ
ル
景
気
が
終
了
し
つ

つ
あ
る
時
代
で
あ
つ
た
た
め
、
本

書
の
中
の
主
人
公
た
ち
が
生
き
た

時
代
と
は
少
し
異
な
る
か
も
し
れ

な
い
が
、　
一
冊
の
本
が
き

つ
か
け

に
な
り
、
頭
の
片
隅
に
あ

つ
た
記

憶
の
断
片
が
水
中
花
の
よ
う
に
膨

張
し
て
い
く
よ
う
な
不
思
議
な
体

験
を
し
た
。

主
人
公
の
二
人
の
周
り
に
は
、

朝
鮮
学
校
時
代
の
同
級
生
、
後
輩
、

ま
た
民
族
団
体

の
幹
部
と

い

つ

た
、
在
日
社
会
の

一
般
的
な
人
間

関
係
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
級
生

の
参
加
す
る
劇
団
が
公
演
を
行
な

っ
た
際
に
は
、
大
量
の
料
理
や
酒

を
ふ
る
ま
う
な
ど
、
主
人
公
た
ち

は
常
に
熱
く
生
き
て
い
る
。

本
書
の
評
価
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
当
時
の
在
日

の
風
景
を
付
度
な
し
に
描
い
た
傑

作
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
手
に
と
つ

た
本
書
を
き

つ
か
け
に
、
以
後
、

著
者
の
梁
石
日
氏
の
そ
の
ほ
か
の

著
書
も
ま
と
め
て
読
ん
で
み
よ
う

と
い
う
気
に
さ
せ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
本
書
に
お
い
て
二
〇

〇
〇
年
以
前
に
、
東
京
で
朝
鮮
人

学
生
に
対
し
て
向
け
ら
れ
た

「朝

鮮
人
狩
り
」
に
も
言
及
し
て
い
る

こ
と
に
触
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。当

時
の
日
本
は
、
朝
鮮
総
連
を

「危
険
な
団
体
」
と
し
、
朝
鮮
人

に
対
す
る
国
士
舘
大
学

（
注
１
）

や
日
本
の
市
民
に
よ
る
暴
力
が
事

実
上
黙
認
さ
れ
て
い
た
。
こ
と
あ

る
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
た
朝
鮮
人

の
子
供
や
女
性
に
対
し
て
向
け
ら

れ
た
狂
気
を
、
警
察
や
大
部
分
の

マ
ス
コ
ミ
、
日
本
の
市
民
た
ち
は

見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
た
。
そ
し
て

今
日
現
在
も
、
そ
の
狂
気
に
よ
つ

て
抑
圧
さ
れ
た
人
々
は
暴
力
に
さ

ら
さ
れ
て
い
る
。

（
注
１
）
本
書
で
は

「Ｋ
大
学
」

と
書
か
れ
て
い
る
が
、
あ
え
て

そ
の
学
校
名
を
明
ら
か
に
す
る
。

当
時
、
多
＜
の
朝
鮮
人
の
日
か

ら
、
そ
の
具
体
的
な
大
学
名
を

複
数
回
聞
い
て
い
る
。

月
刊

『日
本
と
颯
鮮
／
愛
知
板
』
メ
モ

罪
鐵
」「彗
一獣
辮一芽
糾宰
ろ
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〓

世
宗
の
治
世
は
、
事
大
以
少
の

礼
を
以
て
、
明
を
中
心
と
す
る
、

国
際
秩
序
を
尊
重
し
つ
つ
、
朝
鮮

の
文
化
を
、
中
国
を
こ
え
る
こ
と
、

朝
鮮
民
族
の
本
領
を
発
揮
す
る
こ

と
に
あ

つ
た
。

民
族
語
の
文
字
を
創
り
だ
し
、

民
族
音
楽
の
向
上
を
め
ざ
し
、
朝

鮮
の
天
文
学
と
農
業
技
術
の
向
上

を
め
ざ
し
た
。

学
問
好
き
で
、
幼
小
の
こ
ろ
、

『
春
秋
左
氏
伝
』
、
『
楚
辞
』
を
そ

れ
ぞ
れ

一
〇
〇
回
、
二
〇
〇
回
も

読
ん
だ
と
言
わ
れ
る
。

王
位
に
あ

つ
て
は
、
儒
学
知
識

人
を
心
服
さ
せ
る
リ
ー
ダ
ー
の
資

質
を
有
し
て
い
た
。
三
二
年
間
の

治
世
、
世
宗
の
類
い
希
な
る
資
質

に
よ
つ
て
、
数
多
く
の
果
実
が
実

る
事
に
な
る
。

日
本
史
の
言
う
『
応
永
の
外
寇
』

で
は
、
世
宗
正
は
武
弱
で
な
か
つ

た
。
　
　
　
　
　
★
★

倭
寇
の
本
拠
地
と
見
た
対
馬
に

水
軍
を
さ
し
向
け
、
倭
寇
船
と
島

の
半
分
を
焼
き
払
う
武
力
も
行
使

し
た
。１

　
農
業
の
す
す
め

世
宗
は
農
業

の
発
展
に
英
知
を

か
た
む
け
た
。

農
業
技
術
書
の
発
行
、
朝
鮮
の

暦
、
天
文
観
測
の
セ
ツ
ト
を
以
て
、

農
業
政
策
の
新
境
地
を
行
く
。

『
農
事
直
説
』
貧

四
三
〇
年
）
、

朝
鮮
史
最
初
の
農
業
書
で
あ
る
。

世
宗
は
農
民
た
ち
の
農
業
経
験

を
ま
と
め
、
こ
れ
を
出
版
し
た
。

二
つ
の
種
の
稲
を
は
じ
め
、
人

一

種

の
穀
物
の
栽
培
法
を
ま
と
め

た
。
朝
鮮
農
法
に
よ
る
農
業
技
術

の
す
す
め
で
あ
る
。

木
綿
が
成
鏡
道
以
外
の
全
地
域

に
普
及
し
た
。

壺
麗
末
、
元

へ
の
使
節
団
の

一

人

（文
益
漸
）
が
ひ
そ
か
に
持
ち

帰

つ
た
種
子
が
、
全
国
に
栽
培
さ

れ
た
の
だ
。
（や
が
て
日
本
に
伝

来
し
た
）

農
業
に
は
天
文
、
気
象
が
深
く

か
か
わ
る
。
世
宗
は
、
世
界
初
と

な
る

「測
雨
器
」
を
全
国
に
設
置

し
、
統
計
を
と
り
、
こ
れ
を
生
か

し
た
。

天
文
観
測
に
お
い
て
は
、
世
宗

は
中
国
の
暦
法
と
イ
ス
ラ
ム
の
暦

法
を
研
究
し
て
、
『
七
政
算
内
篇
』

と

『
七
政
算
外
篇
』
を
編
ん
だ
。

言
う
な
ら
ば
、
中
国
の
暦
上

の
季
節
と
朝
鮮
の
そ
れ
と
の
食
い

違
い
を
、
朝
鮮
に
合
わ
せ
る
も
の

で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
天
体

の
運
行
を
観
測
す
る
器
具
も
製
作

さ
れ
た
。
『
簡
儀
』
、
『
渾
天
儀
』

の
製
作
が
な
さ
れ
た
。

農
業
の
発
展
に
は
、
北
方

へ
の

領
土
拡
大
が
り
、
耕
地
の
広
が
り

と
国
土

の
安
全
が
ま
た
寄
与
し

た
。
な
わ
ち
、
『
四
郡
六
鎮
』
に

軍
を
展
開
し
て
国
境
線
を
押
し
上

げ
た
。

２
　
医
学
の
発
展

朝
鮮
の
医
学
史
は
、
古
代
か
ら

三
国
時
代
ま
で
の
韓
方
医
と
い
う

固
有
な
治
療
術
が
あ
り
、
後
期
新

羅
か
ら
中
国
の
漢
方
医
が
取
り
い

れ
ら
れ
融
合
す
る
。
そ
し
て
李
氏

王
朝
時
代
に
、
『
郷
薬
集
成
方
』

や
『
東
医
宝
鑑
』
が
著
述
さ
れ
る
。

朝
鮮
の
郷
土
で
生
産
さ
れ
る
薬

剤
を
研
究
す
る
志
向
は
世
宗
の
治

世
時
、
強
く
な
り
、　
一
四
三
二
年

に

『
郷
薬
集
成
方
』
が
出
版
さ
れ

た
。
朝
鮮
独
特
な
治
療
、
処
方
が

研
究
さ
れ
た
。

世
宗
時
代
の
三
大
医
書
と
し
て

は
『
郷
薬
集
成
方
』
、
『
胎
産
要
録
』
、

『
医
方
類
衆
』
Ｔ
一六
五
巻
）
が

あ
る
。
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３
　
訓
民
正
音
の
創

製

世
宗
な
ら
ば

の
業
績

で
あ
ろ

）う′
′
。

圧
倒
的
な
漢
字
圏
の
中
に
あ
つ

て
、
民
族
文
字
を
創
る
、
そ
の
思

想
こ
そ
、
民
族
性
の
主
張
で
あ
つ

た
。
　

そ
し
て
′
今

一
つ
は
、
百

姓

・
万
民
の
教
育
問
題
の
必
要
性

の
社
会
的
要
請
の
反
映
で
あ
つ
た

と
言
え
る
。

ハ
ン
グ
ル
の
音
系
文
字
、
母
音

の

「発
見
」
等
々
の
独
創
性
に
関

し
て
は
、
本

電会
報
」
に
す
で
に

示
し
た
の
で
本
稿
で
は
再
述
し
な

い
。４

　
学
術
研
究

・
人

材
の
育
成

太
宗
は
世
宗
に

「余
の
臣
下
を

使
う
の
で
な
く
、
お
前
の
臣
下
を

使
う
よ
う
に
せ
よ
」
と
助
言
し
た

と
、
世
宗
実
録
に
は
あ
る
。

世
宗
は
、
ブ
レ
ー
ン
を
養
成
す

る
た
め
に
、　
一
四
二
〇
年
、
「集

賢
殿
」
を
設
置
し
た
。

世
宗
は
英
才
た
ち
を
「集
賢
殿
」

の
学
士
に
任
命
し
、
学
問
研
究
に

専
念
さ
せ
た
。

有
給
体
暇
制
度
を
導
入
し
、
学

問
研
究
に
没
頭
さ
せ
た
。

「訓
民
正
音
」
の
創
製
も
、
ま

さ
に

「集
賢
殿
」
の
英
才
た
ち
に

よ
っ
て
完
成
を
見
た
の
で
あ
る
。

５
　
音
楽
（礼
楽
）
の

民
族
化

，世
宗
は
音
楽
に
対
す
る
造
詣

が
深
か

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

Ｚつ
。国

家
儀
礼
に
演
奏
さ
れ
る
雅
楽

の
楽
譜
２

四
三
〇
年
）
が

つ
く

ら
れ
て
い
る
。

そ
の

一
方
で
新
楽
も
制
定
し

た
。
民
族
音
楽
で
あ
る
。
か
く
し

て
、
朝
鮮
固
有
の
音
楽

へ
と
昇
華

さ
せ
て
い
っ
た

※
　
　
※
　
　
※

キ
ー
ス

・
プ
ラ
ッ
ト

『
朝
鮮
文

化
史
』
の
世
宗
評
を
述
べ
る
。

『
真
の
博
識
家
と
い
う
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
を
先
取
り
す

る
社
会
的

・
技
術
的
進
歩
に
刺
激

を
与
え
る
も
の
に
ふ
さ
わ
し
い
も

の
だ

つ
た
』
。

『
神
話
的
な
尭
と
舜
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
賢
者
の
王
の
儒
教
的
理

想
は
、
実
際
に
は
達
成
不
可
能
だ

っ
た
と
は
い
え
、
世
宗
は
朝
鮮
版

の
適
正
な
代
理
人
と
な

つ
た
よ
う

世
宗
は
世
界

一
偉
大
な
君
主

人

ド
」

つ

Ｌ
」

葛

Ю
ｏ
ヽ
ヽ
楡

ｕ
ｍ

ω
田
ぬ
Ｖ

［珊
鴻
訓
蛉
回
］

回
圏

騒
漕
柵
絆
妙
釧
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朝
鮮
通
信
使

ヽ

猿
猥
庵
と
朝
鮮
通
信
使

尾
張
路
の
旅
』補
遺

壌

朝鮮通信使歓待図屏風 (泉涌寺蔵 )

⌒
P^

ハ
V

堀崎嘉明

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
、
図
書

館
な
ど
に
出
か
け
な
く
て
も
資
料

等
が
利
用
で
き
、
歴
史
探
求
が
便

利
に
な

っ
た
。
過
日
に
気
に
な

っ

て
い
た

「朝
鮮
通
信
使
歓
待
図
屏

風
」
（泉
涌
寺
蔵
）
を
入
力
検
索

し
た
と
こ
ろ
、　
モ
そ
ス
コ

「世
界

遺
産
」
登
録
５
周
年
記
念
特
別
展

―
対
馬
博
物
館

（
二
〇
二
二
年
）

の
チ
ラ
シ
に
目
玉
と
し
て
出
品
予

定
の
画
像
（左
）
紹
介
が
あ
り
、
活

用
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「朝
鮮
通
信
使
歓
待

図
屏
風
」
と
は

左
隻

（上
）
と
右
隻

（下
）
か

ら
な
り
、
上
部
は
朝
鮮
使
節
か
が

四
代
将
軍
家
綱

へ
国
書
を
奉
ず
る

江
戸
城
内
の
場
面
、
下
部
は
使
節

団
の
江
戸
市
中
行
進
場
面
が
華
や

か
な
金
地
着
色

で
描
か
れ
て
い

Ｚ
Ｏ

。

作
者
は
幕
府
御
用
絵
師
の
狩
野

益
信
。
明
暦
使
節

（
王
ハ
五
五
年
）

を
見
物
す
る
江
戸
市
民
、
見
張
り

の
警
備
武
士
が
気
も
そ
ぞ
ろ
に
顔

を
向
け
、
行
列
に
見
と
れ
る
姿
な

ど
興
味
深
い
筆
が
み
え
、
「江
戸

到
着
の
行
列
を
実
際
に
見
物
、
描

い
た
も
の
で
は
最
も
古
い
」
（ド

ナ
ル
ド

・
ト
ビ
）

と
注
目
さ
れ

て
き
た
泉
涌
寺
の
寺
伝
に
よ
れ
ば

将
軍
秀
忠
の
娘
和
子
（東
福
門
院
）

の
遺
品
と
の
こ
と
、
朝
鮮
通
信
使

を
描
く
数
多
く
の
絵
画
で
は

「最

も
す
ぐ
れ
た
作
品
の

一
つ
」
翁
こ

こ
ろ
の
交
流
　
朝
鮮
通
信
使
』
二

〇
〇

一
）
と
し
て
、
エ
ネ
ス
コ
の

一ベ籐
轟
一
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「世
界
の
記
憶
」
に
登
録

（二
〇

一
七
年
）
さ
れ
て
い
る
。

隣
国

へ
の
眼
差
し

此
御
屏
風
は
　
恭
な
く
も
東
福

門
院
様
御
好
に
付
　
公
方
様
よ
り

´
■
●
″
●

¨
・■
●
本
一
・

掏
■
力
”′

サ
■

，
■
′

■
〓
■
■

御
献
上
被
遊
た
る
　
朝
鮮
人
来
朝

の
図
　
狩
野
益
信
の
筆
で
あ
る

と
の
詞
書
が
上
部
に
書
き
添
え

ら
れ
、
画
面

一
杯
に
描
か
れ
た
屏

風
絵
。
和
子
持
念
の
仏
舎
利
が
前

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
京
都

か
ら
の

「
朝
鮮
通
信
使
歓
待
図
屏

:1111:::::::

風
」
が
名
古
屋
で
公
開
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
。

時
は
天
明
四

（
一
七
人
四
）
年

冬
。
記
録
で
は
城
下
に
隣
接
す

る

「新
出
来
町
大
龍
寺
に
て
泉
涌

寺
の
霊
宝
出
開
帳
か
が
十
月
五
日

よ
り
二
五
日
に
か
け
て
行
わ
れ

た
」
と
、
同
屏
風
画
を
収
録
の
『泉

涌
寺
霊
宝
拝
見
図
』
（名
古
屋
市

博
物
館
資
料
叢
書
３
　
猿
候
庵
の

本
十
三
）
に
あ
る
。

屏
風
の
左
で
は
上
下
姿
の
案
内

人
に
よ
る
長
い
棒
で
の
説
明
先

ヘ

多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
目
を
凝
ら

し
、
さ
ら
に
右
隅
で
は
眼
鏡
姿
の

老
人
や
腰
に
刀
差
の
侍
も
異
国
使

節
の
行
列
に
見
入
り
、
楽
し
ん
で

い
る
。
当
地
で
禁
一異
御
菩
提
寺
と

な
る
同
寺
の
宝
物
が
数
多
く
拝
見

で
き
る
と
あ

つ
て
、
大
龍
寺
は
参

詣
者
の
群
れ
で
連
日
賑
わ

つ
た
と

あ
る
。「開

帳
」
に
出
向
く
の
が
好
き

な
猿
猥
庵
、
こ
の
日
も
多
く
の
宝

物
見
物
を
楽
し
み
、
「名
に
聞
く

ば
か
り
で
、
絵
で
見
る
以
外
に
は

拝
見
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
高
貴

な
品
々
を
目
の
当
た
り
に
拝
見
で

き
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
、
あ
ら

ま
し
を
写
し
て
噺
の
種
と
す
る
」

と
感
慨
を
込
め
た
筆
を
冒
頭
で
記

し
て
い
る
。
絵
の
完
成
は
翌
年
、

作
者
三
十
歳
の
時
で
あ
る
。

増
え
、
広
が
る
朝
鮮

一通
信
使
像

名
古
屋
城
下

へ
の
最
後
の
通
信

使
来
訪
か
ら
二
十
年
、
そ
の
余
韻

も
残
る
な
か

「泉
涌
寺
の
開
帳
」

で
は
、
多
く
の
宝
物
と
と
も
に
「朝

鮮
通
信
使
歓
待
図
屏
風
」
が
公
開

さ
れ
、
見
物
を
楽
し
み
、
隣
国
人

へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。

か
つ
て
筆
者
は
本
紙
上

（
四

一

八
号
～
四
二
二
号
嚇
『
続
朝
鮮
通

信
使
、
尾
張
路
の
旅
』
二
〇
二

一

年
二
に
収
録
）
で
、
猿
猥
庵
筆

『名

陽
旧
覧
図
誌
』
（東
洋
文
庫
）
収

録

の

「朝
鮮
人
名
府
通
行
」

６

場
面
と
詞
書
を
翻
刻
紹
介
し
た
。

そ
れ
ら
は
名
古
屋
城
下

へ
夜
間
来

訪
の
使
節

一
行
の
尾
張
藩
士

・
町

民
あ
げ
て
の
歓
迎
の
情
景
を
鮮
や

か
に
描
い
た
も
の
で
、
長
く

「三

世
唱
和
」
だ
け
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
名
古
屋
城
下
の
朝
鮮
通
信
使
像

を
見
事
に
広
げ
蘇
ら
せ
る
も
の
で

あ

っ
た
が
、
こ
の
度
も
貴
重
な
筆

を
加
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

泉涌寺霊宝拝見図
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日
本
に
軍
事
基
地
は
必
要
な
の
か

―
ア
メ
リ
カ

「世
界
支
配
」
の
終
わ
り

光 喜
愛知朝鮮学園理事長

正
月
早

々
、
能
登
半
島

で
大

地
震
が
起
き
て
い
る
中
、
防
衛
省

は
軟
弱
地
盤
で
自
然
宝
庫

で
あ

る
、
辺
野
古
基
地
の
工
事
に
着
手

し
た
。
予
算
が
三
倍
に
膨
ら
み
二

兆
五
千
億
円
も
掛
け
て

一
二
年
後

の
二
〇
二
五
年
に
米
軍
に
渡
す
と

い
う
理
不
尽
な
こ
と
が
何
故
進
む

の
か
。
日
本
政
府
は
数
、
規
模
、

資
産
価
値
の
い
ず
れ
を
と
つ
て
も

世
界
の
ト
ツ
プ
に
い
な
が
ら
、
な

ぜ
こ
こ
ま
で
米
国
に
媚
び
を
売
り

基
地
を
建
設
し
よ
う
と
焦

っ
て
い

る
の
か
疑
間
が
湧
い
た

［川
名
器

Ｎ
”
（
）
一∞
∞
］
〓５

日
本
は
講
和
条
約
で
独
立
し

た
と
い
う
が
、
果
た
し
て
対
米
従

属
の
中
で

「主
権
」
は
あ
る
の
か
。

基
地
は
日
本
の
安
全
保
障
の
た
め

な
の
か
、
米
国
の
「保
護
領
」
、
「召

使
い
」
だ
か
ら
か
［カ
レ
ル
馬
巴
．ぢ

隣

の
朝
鮮
半
島
や
中
国

ロ
シ
ア
な

ど
の
東
ア
ジ
ア
の
安
保
問
題
と
は

緊
密
な
関
係
性
が
あ
る
と
思
わ
れ

・る
が
、
こ
の
点
が
争
点
化
さ
れ
る

こ
と
は
少
な
い
。
い
つ
ま
で
米
国

は
世
界
各
地
に
基
地
を
設
置
し
て

超
強
大
国
と
し
て
君
臨
で
き
る
の

だ
ろ
う
か
。
日
本
＼
世
界
と
い
う

比
較
軸
を
設
定
し
な
が
ら
国
際
政

治

の
中
に
あ
る
沖
縄
＼
日
本
の
基

地
問
題
を
考
え
る
。

世
界
の
米
軍
基
地

世
界

に
紛
争
が
あ

る
と

こ
ろ

に
は
必
ず
米
軍
基
地
が
あ
る
。
米

国
が
海
外
に
展
開
す
る
軍
事
基
地

は
二
〇

一
八
年
時
点

で
三
三

カ

国
、
六
二
五
あ
る
と
い
う

［川
名

①

二
呂

Ｊ
。
第

二
次
世
界
大
戦

以
前
は
少
な
か

っ
た
が

（
一
九
二

人
年

一
四
カ
所
）
、
大
戦
後
、
唯

一

の
大
国
と
な

っ
た
米
国
は
経
済
、

軍
事
援
助
、
あ
る
い
は
無
形
の
政

治
魂
利
益
等
の
多
様
な
イ
ン
セ
ン

手

メ
ブ
が

「基
地
契
約
」
に
包
含

さ
れ
、
五
〇
〇
〇
も
の
基
地
を
置

文

く
よ
う
に
な

っ
た
［川
名
器
減
る
］

〓
。
基
地
は
設
受
国

（
一
〇
〇
人

以
上
の
兵
員
が
駐
留
し
て
い
る

国
）
に
と

っ
て
平
時
か
ら
政
治

・

経
済
的
な
利
益
を
も
た
ら
す
存
在

へ
と
変
容
し
な
が
ら
、
脅
威
認
識

を
共
有
し
て
抑
止
力
と
し
て
機
能

す
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
判
断
基

準
に
な

っ
て
い
る
［川
名
①
お
呂
。

米
国
は
核
兵
器
を
世
界
に
拡

散
し
、
「核
の
傘
」
で
ア
メ
ー
バ

ー
の
よ
う
に
広
が

っ
た
軍
事
同
盟

網
と
海
外
基
地
か
ら
核
先
制
使
用

戦
略
を
確
保
し
て
い
る
。
そ
の
海

外
基
地
の
七
〇
％
を
占
め
る
の
が

日
本
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
で
あ
る
。

そ
の
中
で
も
突
出
し
て
い
る
の
は

米
兵
五
万
四
千
人
が
駐
留
す
る
日

本
で
あ
り
、
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
は
連
合
国
の
分
割

統
治
下
か
ら
四
九
年
東
西
に
分
か

れ
、
冷
戦
の
終
結
に
伴
い
三
〇
万

人
い
た
米
軍
が
九
六
年
に
は
二
万

三
千
人
、
戦
闘
機
二
四
〇
機
、
六

カ
所
基
地
に
縮
小
さ
れ
、
バ
イ
デ

ン
政
権
で
サ
イ
バ
ー
要
員
五
〇
〇

人
が
増
員
さ
れ
た
［川
名
①
ヽ
３
。

ド
イ
ツ
世
論
は
五
二
％
が

「基
地

が
重
要
」
と
し
た
が
、
「重
要
で

は
な
い
」
は
四
五
％
、　
一
人
～
二

九
歳
の
年
齢
層
の
六
二
％
は

「重

要
で
は
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。

一
九
四
九
年
に
創
設
さ
れ
た
北
大

西
洋
条
約
機
構
（以
下
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

に
は
米
軍
基
地
を
イ
ギ
リ
ス
、
フ

ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、

オ
ラ
ン
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ペ

イ
ン
等
と
地
位
協
定
を
行
い
設
置

し
た
。
米
国
は
冷
戦
終
結
後
の
九

〇
年
以
降
も
、
中
小
国
を

「翼
」

の
中
に
包
み
込
み
勢
力
圏
を
拡
大

し
な
が
ら
、
九

・
一
一
テ
ロ
以
降

は
、
重
厚
長
大
型
か
ら
小
規
模
か

つ
柔
軟
性
の
高
い
基
地
に
整
備
さ

れ
、
規
模
と
機
能
に
応
じ
て
三
つ

（前
方

・
主
要

，
安
全
保
障
地

点
）
に
分
け
ら
れ
た

［
川
名
③
一

ω
ド］
。韓

国
で
は
、
「太
陽
政
策
」
で

史
上
初
の
南
北
首
脳
会
談
を
成
し

遂
げ
た
金
大
中
政
権
が
在
韓
米
軍

の
存
在
意
義
を
根
本
的
に
揺
る
が

し
た
。
朝
鮮
戦
争
後
、
前
線
に
配

置
さ
れ
た
米
軍
は
方
葺

，
象
徴
と

し
て
、
独
裁
政
嘔
て
で
は
政
治
問

題
と
な
る
こ
三
は
な
か

っ
た
が
、

一
九

（
■
年
の
民
主
化
と
冷
戦
の
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終
焉
は
再
編
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
。
「米
国
に
ひ
れ
伏
さ
な
い
」

と
し
た
麿
武
鉱
は
二
〇
〇
〇
年
代

に
基
地
を
総
面
積
七
三
二
〇
万
坪

か
ら
三
分
の

一
に
整
理
統
合
し
、

兵
力
も
二
万
人
五
〇
〇
人
に
削
減

し
た
。
二
〇
〇
二
年
の
韓
国
人
中

学
生
二
人
が
米
軍
装
甲
車
に
よ
り

落
命
し
た
事
件
は
、
大
統
領
選
挙

の
結
果
に
反
映
さ
れ
韓
米
同
盟
を

水
平
的
な
関
係

へ
と
変
革
す
る
契

機
を
作

つ
た
。
米
国
は

「同
盟
の

再
調
整
」
で
第
二
歩
兵
師
団
を
後

方
地
域
に
移
転
さ
せ
、
朝
鮮
半
島

域
外
の
有
事
の
基
地
使
用
を
可
能

に
す
る
世
界
最
大
規
模
の
在
外
米

軍
基
地
に
整
備

・
拡
張
し
て

（総

面
積

一
四
六
七
万
七
千
２ｍ
四
四

四
万
坪
）
平
澤
キ
ャ
ン
プ

・
ハ

ン
フ
リ
ー
ズ
を
建
設
し
た

［川
名

（
）
０̈
さ
］
。

今
も
韓
国
軍

の
戦
時
作
戦
統

制
権
は
在
韓
米
軍
司
令
官
が
持

っ

て
い
る
。
朝
鮮
戦
争
時
、
李
承
晩

が
韓
国
軍
の
作
戦
指
揮
権
を

マ
ッ

カ
ー
サ
ー
国
連
軍
司
令
官

へ
と
委

譲
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
麿
武
鉱
は

「主
権
国
家
の
権
利
」
と
し
て
、

韓
国
軍
の
作
戦
統
制
権
を
二
〇

一

二
年
四
月
迄
に
返
還
実
現
を
合
意

し
た
が
、
〇
九
年
に
登
場
し
た
李

明
博
、
朴
僅
恵
政
権
下
で
返
還
条

件
が
見
直
さ
れ
、
非
対
称
同
盟
の

構
図
を
よ
り
鮮
明
に
し
て
指
揮
権

は
米
軍
が
握

っ
た
ま
ま
に
な

っ
た

［
川
名
③

“
出

言
。
次
に
政
権

を
執

つ
た
文
在
寅
は
Ｆ
二
五
Ａ
を

購
入
し
、
ミ
サ
イ
ル
射
距
離
制
限

を
撤
廃
し
、
ア
錫
悦
は
北
を

「主

敵
」
と
宣
布
し

「吸
収
統

一
」
を

叫
び
、
米
韓
合
同
軍
事
演
習
を
従

来
の
二
倍
の
規
模
で
行
う
戦
争
挑

発
行
為
を
行
っ
て
い
る
。

沖
縄
基
地
は
何
が
問
題

な
の
か

沖
縄

の
基
地
が
最
重
要
視
さ

れ
る
の
は
、
「地
理
的
決
定
論
」

だ
と
い
う

［川
名
②
二
呂
。
日
本

の
国
土
面
積
は
二
人
万
端
で
世
界

六

一
番
目
だ
が
、
二
百
カ
イ
リ
の

排
他
的
経
済
水
域
も
入
れ
た
海
域

面
積
は
四
四
七
万
口
で
世
界
六
番

目
の
大
国
で
、
天
然
ガ
ス
や
レ
ア

メ
タ
ル
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
注
目
の
的
で
あ
る
［守
屋
品
紹
］

〓
。
沖
縄
は
朝
鮮
半
島
や
中
国
を

に
ら
み
、
海
の
十
字
路
と
し
て
米

軍
戦
略
の
重
要
な
要
で
、
ア
ジ
ア

最
大
の
米
空
軍
駐
留
地
、
嘉
手
納

空
軍
基
地
が
あ
る
。　
一
九
人
五

・

五
衿
と
い
う
広
さ
は
、
成
田
空
港

の
三
倍
、
三

・
七
』
滑
走
路
を
二

本
擁
し
、　
一
〇
〇
〇
棟
の
工
業
用

建
物
や
総
計
二
億

一
五
七
六
万
人

千
鵬

の
燃
料
タ
ン
ク
を
保
有
す

る
、
米
空
軍
の
最
大
戦
闘
航
空
団

の
第

一
人
航
空
団
が
駐
留
し
て
い

る

［ジ

ョ
ン
。
や
ヽ
ツ
チ

エ
ル
ほ
）“

一〓
昌

‘
。
沖
縄
に
は
、
核
兵
器

の
種
類
の
多
さ
で
は
世
界
の
ト
ツ

プ
で

一
九
種
類
に
達
し
、
五
万
ト

ン
分
の
核
弾
薬
貯
蔵
施
設
に
は
射

程
二
四
〇
〇
キ
ロ
の
核
ミ
サ
イ
ル

（核
爆
発
力
一
。
一
メ
ガ
ト
ン
、
広
島

原
爆
の
七
〇
倍
以
上
）
「メ
ー
ス
Ｂ
」

が
配
置
さ
れ
、
半
地
下
式
特
別
装

置
と
地
対
地
核
ミ
サ
イ
ル
が
配
備

さ
れ
て
い
る

［坂
田
一８
８
。

沖
縄
は
明
治
時
代
か
ら
、
ア

イ
ヌ

・
部
落

・
朝
鮮
人
達
と
同
様

に
、
偏
見
と
差
別
に
と
ら
わ
れ
蔑

視
さ
れ
て
来
た

［大
脇
ぷ
呂

〓
。

戦
前
は
、
唯

一
日
本
の
中
で

「郷

土
隊
」
を
持
て
ず
、
米
兵
が
攻
め

て
来
た
と
き
、
「斬
り
込
み
隊
」

と
し
て
、
最
前
線
に
立
ち

「集
団

自
決
」
を
覚
悟
し
て
戦
争
を
長
期

戦
に
追
い
込
ま
れ
た
。
昭
和
天
皇

は

「国
体
護
持
」
を
条
件
に

「捨

て
石
作
戦
」
が
敢
行
さ
れ
、
四
七

年
憲
法
が
公
布
さ
れ
た
折
、
米
軍

の
沖
縄
軍
事
占
領
の
二
五
年
～
五

〇
年
の
租
借
方
式
を
提
案
し
た
の

は
明
ら
か
に
憲
法
四
条
違
反
で
あ

る

［
大
脇

ぷ
巴

６
。
面
積
は
全

国
の
○

・
六
％
、
人
口
は

一
％
の

沖
縄
県
が

「本
土
」
の

「応
分
の

負
担
」
を
す
る
な
ら
、
九
九
％
の

「本
土
」
は
そ
の
分
を
負
担
す
べ

き
だ

「高
橋
８
Ｎ
ニ
ユ

と
、
沖

縄
の
歴
代
知
事
達

（大
田
昌
秀
、

稲
嶺
恵

一
、
仲
井
員
弘
多
、
翁

長
雄
志
、
玉
城
デ

ニ
ー
）
は

一

貫
し
て

「県
外
移
設
」
を
要
求
し
、

鳩
山
元
首
相
の
県
外
発
言
を
き

つ

か
け
に
、
県
外
移
設
を
求
め
る
意

見
書
が
二
〇

一
〇
年
の
沖
縄
県
議

会
で
可
決
す
る
ま
で
に
な

っ
た
。

多
く
の
日
本
人
は
無
意
識
的

に
沖
縄
に
基
地
を
押
し
付
け
る
加

害
者
意
識
を
持
た
ず
、
搾
取
し
て

い
る

［
野
村
二
８
］
ｊ

米
軍
基

地
の
県
外
移
設
の
要
求
は
正
当
で

だ
が
、
「安
保
維
持
Ｌ
主
権
国
家
」

の
面
か
ら
見
て
も
米
軍
に
治
外
法

権
的
に
地
位
を
認
め

「自
発
的
隷

従
」
状
態
を
作
り
、
米
国
の

「敵
」

か
ら
攻
撃
さ
れ
る
恐
れ
に
も
晒
さ

れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
「本
土
」

の
縮
小
と
沖
縄
の
基
地
負
担
率
が

増
大
す
る
こ
と
で
、
安
保
体
制
支

持
率
が
二
〇

一
〇
年
代
に
は
入
割

を
超
え
、　
一
五
年
の
世
論
調
査
で

は
、
「
日
米
同
盟
強
化
」
と

「今

の
ま
ま
」
が
七
六
％
と
い
う
調
査

結
果
が
出
て
い
る

い琉
球
新
報
８

い
ヽ
ζ
ユ

［高
橋
“
呂
。
沖
縄
県

民
の

「不
平
等
」
感
は
人
三
％
、

基
地
を
減
ら
す
べ
き
五
人
％
、
全

面
撤
去

一
四
％
の
差
は
沖
縄
が
本

土
か
ら
不
可
視
化
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
物
語

っ
て
い
る

［大
脇
ニ
ト

ロ
］。そ

れ
で
も
政
府
は
二
〇
二
四
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年
度
国
家
予
算
で
軍
事
費
は
過
去

最
大
の
七

・
九
兆
円
に
膨
れ
上
げ

な
が
ら
、
沖
縄

へ
の
支
援
幅
を
カ

ッ
ト
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ

（国
家

安
全
保
障
会
議
）
に
お
い
て
、
防

衛
装
備
移
転
三
原
則
で
緩
和
さ
れ

た
武
器
輸
出
ル
ー
ト
で
、
自
衛
隊

が
保
有
す
る
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

「パ

ト
リ
オ
ツ
ト
」
を
米
国
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
に
輸
出
す
る
危
険
な
行

為
に
走

つ
て
い
る
。
政
府
は
敵
基

地
攻
撃
能
力
を

「反
撃
能
力
」
と

し
て
、
憲
法
九
条
第
二
項
の
違
反

で
あ
る
集
目
的
自
衛
権
の
行
使
に

際
し
て
敵
国
の
領
域
内
の
軍
事
目

標
に
対
す
る
攻
撃
も
可
能
に
し
て

い
る
。
そ
れ
に

「特
定
秘
密
保
護

法
「
経
済
安
全
保
障
推
進
法
「
防

衛
産
業
強
化
法
」
等
を
成
立
さ
せ
、

防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
増
す
こ

と
は

「戦
争
国
家
」
に
な

つ
て
い

る
［週
刊
金
曜
日
ざ
鍵
Ｌ
．０
工
昌
。

嘉
手
納
基
地

に
は
米
兵
を
含

め
二
万
人
の
住
民
、
二
七
四
六
人

の
日
本
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
が

飛
行
場
に
は
二
三
カ
所
の
井
戸
か

ら
飲
料
水
を
使
用
し
、
胎
児

・
乳

児
に
害
を
及
ぼ
す
毒
物
を
地
元
の

水
系
に
垂
れ
流
し
汚
染
し
て
い
る

［ジ

ョ
ン
ニ
８
、
〓
二
。
基
地
に

は
約
人
○
○
発
の
核
弾
頭
、　
一
万

三
千
ト
ン
以
上
の
神
経
剤
、　
マ
ス

タ
ー
ド
剤
、
枯
葉
剤
ダ
イ
ォ
キ
シ

ン
が
あ
り
、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
化
合

物
や
泡
消
火
剤
の
流
出
を
三
回
大

量
に
漏
出
す
る
事
故
や
六
〇
倍
の

高
い
Ｐ
Ｏ
ｒ
Ｃ
値
を
検
出
し
国
際

問
題
に
な

っ
た

［ジ

ヨ
ン
ニ
毬
］
。

他
に
も
、
航
空
機
か
ら
出
る
悪
臭
、

騒
音
被
害
は
二
〇

一
七
年
二
月
三

〇
二
億
円

（
政
府
賠
償
金

で
は

過
去
最
大
）
を
二
万
三
〇
〇

五

人
の
住
民
に
支
払
う
よ
う
命
じ
る

一
審
判
決
が
出
た
が
、
未
だ
確
定

し
て
い
な
い

［ジ

ヨ
ン
ニ
〓
］
。

沖
縄
島
の
水
系
が
数
十
年
に
及
ん

で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
犯
罪

的
な
こ
と
で
あ
り
、
大
平
洋
の
ジ

ヤ
ン
ク
ヒ
ー
プ

（ク
ズ
鉄
山
）
に

な

っ
て
い
る
恥
辱
を
許
し
て
も
よ

い
の
だ
ろ
う
か

［ジ

ヨ
ン
ニ
さ
］
。

日
米
安
保
条
約
は
米
軍
が
駐

留
の
権
利
を
持

つ
が
、
日
本
の
防

衛
義
務
は
負
わ
ず
、
い
つ
で
も
極

東
に
出
動
で
き
る

「不
平
等
」
な

も
の
で
あ
り
、
「相
互
防
衛
条
約
」

で
は
な
い
。
核
を

「作
ら
ず
、
持

た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
非
核

三
原
則
は
米
軍
が
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
政
策

（い
か
な
る
国
に
お
い
て
で
あ
れ
、
核

兵
器
を
構
成
す
る
核
コ
ー
ポ
ネ
ン
ト
の

存
在
に
つ
い
て
は
、
肯
定
も
否
定
も
し

か
い
い
　
Ｚ
住
摯
８
　
０
９
島
日
ｐ
　
Ｚ
８

Ｐ
ヨ
）
を
維
持
し
て
い
る
限
り
、

「持
ち
込
ま
せ
な
い
」
原
則
は
偽

り
で
あ
る
．８

「
日
米
核
密
約
」
は
米
国
の

核
持
ち
込
み
を
保
証
し
、
核
戦
争

基
地
と
し
て
維
持
す
る
も
の
で
あ

り
、
六
七
年
、
沖
縄
の
海
兵
隊
基

地
で
核
地
雷
の
強
化
訓
練
中
に
、

重
大
な
放
射
能
漏
れ
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
二
〇

一
一
年
に
公
表

さ
れ
て
世
界
を
驚
か
せ
た
。
核
兵

器
を
積
ん
だ
海
軍
艦
船
の
日
本

ヘ

の
寄
港
は

一
九
五
三
年
の
空
母
オ

リ
ス
カ
ニ
の
横
須
賀
寄
港
以
来
恒

常
化
し
て
お
り
、
二
〇

一
一
年
福

島
大
震
災
の
お
り
、
原
子
力
空
母

ロ
ナ
ル
ド

・
レ
ー
ガ
ン
や
サ
ン
ホ

貯』神経動け″け″畔衆‐こ詭呟

こ
と

で
あ

る
。

時に」掘嘱暉獄瑠岬針窄岬の

結
酵
リ
カ
世
界
秩
序
の

繁笏
層
が
廃
７
瑚

”枷一鍵「一嗜蜘三っさ哺、［るＷ力・一『
れ崚恥は従輔喘噸“嘔勤証獅

て
い
る

［カ
レ
ル
ニ
あ
］。

二
〇
〇
六
年
、
ア
フ
リ
カ
四

人
力
国
の
国
家
元
首
が
北
京
に
集

ま
る
重
大
な
出
来
事
が
あ

つ
た
。

石
油
供
給
源
と
し
て
の
ア
フ
リ
カ

は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
所
属
す
る
国
が
少

な
く
、
石
油
諸
国
パ
ワ
ー
に
対
し

バ
ラ
ン
ス
を
と
れ
る
立
場
を
保

ち
、
原
油
精
製
価
格
が
安
い
こ
と

か
ら
重
要
な
競
争
の
舞
台
に
な

っ

て
い
る

［
カ
レ
ル
¨
８
ユ
。　
ア
フ

リ
カ
三
二
カ
国
中
、
二
六
カ
国
が

自
由
主
義
経
済
体
制
だ
が
、
そ
こ

に
中
国
が
五
〇
億
ド
ル
を
供
与
し

て
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

互
恵
主
義
に
基
づ
い
た
対
等
の
関

係
を
構
築
し
て
い
る
。
中
国
は
ア

ン
ゴ
ラ
と
鉄
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
の

再
建
の
依
頼
を
受
け
、
海
上
油
田

の
権
益
を
三
二
億
ドル
で
落
札
し
、

ナ
イ
ジ

エ
リ
ア
の

一
三

一
五

ロ
キ
の

鉄
道
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
を
総
額
人
三

億
ドル
で
受
注
し
て
い
る

［カ
レ
ル
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年
度
国
家
予
算
で
軍
事
費
は
過
去

最
大
の
七

。
九
兆
円
に
膨
れ
上
げ

な
が
ら
、
沖
縄

へ
の
支
援
幅
を
カ

ッ
ト
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｓ
Ｃ

（国
家

安
全
保
障
会
議
）
に
お
い
て
、
防

衛
装
備
移
転
三
原
則
で
緩
和
さ
れ

た
武
器
輸
出
ル
ー
ト
で
、
自
衛
隊

が
保
有
す
る
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

「パ

ト
リ
オ
ツ
ト
」
を
米
国
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
支
援
に
輸
出
す
る
危
険
な
行

為
に
走

つ
て
い
る
。
政
府
は
敵
基

地
攻
撃
能
力
を

「反
撃
能
力
」
と

し
て
、
憲
法
九
条
第
二
項
の
違
反

で
あ
る
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に

際
し
て
敵
国
の
領
域
内
の
軍
事
目

標
に
対
す
る
攻
撃
も
可
能
に
し
て

い
る
。
そ
れ
に

「特
定
秘
密
保
護

法
Ｌ
経
済
安
全
保
障
推
進
法
「
防

衛
産
業
強
化
法
」
等
を
成
立
さ
せ
、

防
衛
費
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
二
％
増
す
こ

と
は

「戦
争
国
家
」
に
な

っ
て
い

る
［週
刊
金
曜
日
８
×
」
，ｏ
ヽ
二
。

嘉
手
納
基
地

に
は
米
兵
を
含

め
二
万
人
の
住
民
、
二
七
四
六
人

の
日
本
人
が
雇
用
さ
れ
て
い
る
が

飛
行
場
に
は
二
三
カ
所
の
井
戸
か

ら
飲
料
水
を
使
用
し
、
胎
児

・
乳

児
に
害
を
及
ぼ
す
毒
物
を
地
元
の

水
系
に
垂
れ
流
し
汚
染
し
て
い
る

［ジ

ヨ
ン
ニ
３
、
３
二
。
基
地
に

は
約
人
○
○
発
の
核
弾
頭
、　
一
万

三
千
ト
ン
以
上
の
神
経
剤
、　
マ
ス

タ
ー
ド
剤
、
枯
葉
剤
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
あ
り
、
パ
ー
フ
ル
オ
ロ
化
合

物
や
泡
消
火
剤
の
流
出
を
三
回
大

量
に
漏
出
す
る
事
故
や
六
〇
倍
の

高
い
Ｐ
Ｏ
Ｆ
Ｃ
値
を
検
出
し
国
際

問
題
に
な

っ
た

［ジ

ヨ
ン
ニ
８
］
。

他
に
も
、
航
空
機
か
ら
出
る
悪
臭
、

騒
音
被
害
は
二
〇

一
七
年
二
月
三

〇
二
億
円

（政
府
賠
償
金

で
は

過
去
最
大
）
を
二
万
三
〇
〇
五

人
の
住
民
に
支
払
う
よ
う
命
じ
る

一
審
判
決
が
出
た
が
、
未
だ
確
定

し
て
い
な
い

［ジ

ヨ
ン
一〓
二
。

沖
縄
島
の
水
系
が
数
十
年
に
及
ん

で
汚
染
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
犯
罪

的
な
こ
と
で
あ
り
、
大
平
洋
の
ジ

ヤ
ン
ク
ヒ
ー
プ

（ク
ズ
鉄
山
）
に

な

っ
て
い
る
恥
辱
を
許
し
て
も
よ

い
の
だ
ろ
う
か

［ジ

ヨ
ン
ニ
お
］
。

日
米
安
保
条
約
は
米
軍
が
駐

留
の
権
利
を
持

つ
が
、
日
本
の
防

衛
義
務
は
負
わ
ず
、
い
つ
で
も
極

東
に
出
動
で
き
る

「不
平
等
」
な

も
の
で
あ
り
、
「相
互
防
衛
条
約
」

で
は
な
い
。
核
を

「作
ら
ず
、
持

た
ず
、
持
ち
込
ま
せ
な
い
」
非
核

三
原
則
は
米
軍
が
Ｎ
Ｃ
Ｎ
Ｄ
政
策

（い
か
な
る
国
に
お
い
て
で
あ
れ
、
核

兵
器
を
構
成
す
る
核
コ
ー
ポ
ネ
ン
ト
の

存
在
に
つ
い
て
は
、
肯
定
も
否
定
も
し

か
ぃ
い
　
Ｚ
２
諄
ｑ
　
ｏ
ｏ・コ
目
　
Ｚ
９

Ｐ
ミ
）
を
維
持
し
て
い
る
限
り
、

「持
ち
込
ま
せ
な
い
」
原
則
は
偽

り
で
あ
る
．８

「
日
米
核
密
約
」
は
米
国
の

核
持
ち
込
み
を
保
証
し
、
核
戦
争

基
地
と
し
て
維
持
す
る
も
の
で
あ

り
、
六
七
年
、
沖
縄
の
海
兵
隊
基

地
で
核
地
雷
の
強
化
訓
練
中
に
、

重
大
な
放
射
能
漏
れ
事
故
が
発
生

し
た
こ
と
は
二
〇

一
一
年
に
公
表

さ
れ
て
世
界
を
驚
か
せ
た
ｏ
核
兵

器
を
積
ん
だ
海
軍
艦
船
の
日
本

ヘ

の
寄
港
は

一
九
五
三
年
の
空
母
オ

リ
ス
カ
ニ
の
横
須
賀
寄
港
以
来
恒

常
化
し
て
お
り
、
二
〇

一
一
年
福

島
大
震
災
の
お
り
、
原
子
力
空
母

ロ
ナ
ル
ド

・
レ
ー
ガ
ン
や
サ
ン
ホ

貯時″静勒けわけ″鵬衆‐こ触嘘

こ
と

で
あ

る
。

疇』颯掘」質獄製岬“零哺̈

締
酵
リ
カ
世
界
秩
序
の

靴笏
層
繹
廃
７
硼

”枷一鍵Ъ一嗜珈三っさ『鶴Ｗ力．一『
て
い
る

［カ
レ
ル
ニ
あ
］
ｏ

二
〇
〇
六
年
、
ア
フ
リ
カ
四

人
力
国
の
国
家
元
首
が
北
京
に
集

ま
る
重
大
な
出
来
事
が
あ

つ
た
。

石
油
供
給
源
と
し
て
の
ア
フ
リ
カ

は
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
に
所
属
す
る
国
が
少

な
く
、
石
油
諸
国
パ
ワ
ー
に
対
し

弊
し

原 ン
」
梅
財
崎
鰐
櫂
押
鵬
費
凛

か
ら
重
要
な
競
争
の
舞
台
に
な

つ

て
い
る

［
カ
レ
ル
ニ
駕
］
ｏ
ア
フ

リ
カ
三
二
カ
国
中
、
二
六
カ
国
が

自
由
主
義
経
済
体
制
だ
が
、
そ
こ

に
中
国
が
五
〇
億
ド
ル
を
供
与
し

て
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

互
恵
主
義
に
基
づ
い
た
対
等
の
関

係
を
構
築
し
て
い
る
。
中
国
は
ア

ン
ゴ
ラ
と
鉄
道
等
の
イ
ン
フ
ラ
の

再
建
の
依
頼
を
受
け
、
海
上
油
田

の
権
益
を
三
二
億
ド

ル
で
落
札
し
、

ナ
イ
ジ

エ
リ
ア
の

一
三

一
五

ロ
キ
の

敵
礎
）

受 ロ
ジ

しェ
っ
い
統
瑞
嫌
け
に
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【注L】
iメ ii名 晋史『世界の基地問題 と沖縄』明石書店 2022①。

・ カレル・V・ ウォルフレン『 アメリカからの 「独立」
轟川名晋史『基地はなぜ沖縄でなければいけないのか』

・ 川名晋史『基地問題の国際比較  「沖縄」の相対化』

翠講座「朝鮮半島と日本との交流史」第2回 シリーズ

邑翠文化フォーラムの願い i3.24Ξ 減:::露
し翠文化フォーラムは、翡単のような緑て溢露ι

る[t会 を目指します。

名古屋国際センター:

の海外基地拡大政策の起源』白桃書房 2012
V佐々江1康弘『パ ックスアメリカーナのアキレス腱一グローバルな視点から見た米軍地位協定の比較研
究』お茶の水書房、2019年
宙守屋武昌『

「普天間」交渉記録』新潮社 2010年
V6ジ ョン・ミッチェル『 日米地位協定 と基地公害― 「太平洋のゴミ捨て場」と呼ばれて』
宙h大脇雅子『武力によらない平和を生きる一非暴力抵抗と平和的生存権』旬報社 2023年
｀高橋哲哉『 日米安保 と沖縄基地論争<犠牲のシステム>を問 う』朝 日新聞出版 2021年、
野`村浩也『 無意識の植民地主義 日本人の米軍基地と沖縄人』御茶ノ水書房、2005年。

聰波多野澄雄『歴史としての自米安保条約』岩波書店。

・ iカ レル・V・ ウォルフレン『 日本人だけが知 らないアメリカ 「世界支配」の終わり』徳購書店 2007
年
痙 ア ミタフ・アチャリタ『 アメリカ世界秩序の終焉』 ミネル ヴァ書房 2022年。

が 日本人を幸福にする』実業之 爾本社 2003
筑摩書房 2022年②。
明石書店 2021年、『 基地の政治学一戦後米鰯

2018

18-19藤 1。

1952年名古屋市生まれ。日本歴史学協会常任委員、韓国木簡学会会長などを歴
現在、在日韓人歴史資料館館長、本簡学会委員 (日 本)、 財団法人朝鮮奨学会評議員。日
本における古代東アジア史・朝鮮史研究の第一人者。木簡研究から日本の漢字文化の
ルーツが朝鮮半島にあることを解明するなど多くの研究業績がある。子東アジアの王
権と交易」(青木書店)、 F闘争の場としての古代史」(岩波書店)な ど著書も多い。

WEBでのお申し込み
右記のQRコ ー ドからお申込みください

FAXでのお申し込み
下記のフォームにご記入の上、0568‐ 84‐867

塗

lll鮮 1卜 鶏と日本との出1に は占代か

ら交流が脈 と々続いてきています。こ

れぼ明治以来の考古学や歴史の研究

|に よつてllJlら かになっています。日本

1人のDNAに半島から渡来した人 の々

1影響があることも否定くさません。

1 21L紀 の今、東海地方には多彩な

1人 か々生活しています。日本人はもち

ろんのこと、二つの情llllに lJlれ てい

る在日の人 、々日本籍にかえた元 Fli

日の人 、々そして、増た続けるニュー

カマーが湿在しています。ところが、

和五の交流はほとんど無いままです。

邑翠文化フォーラムは、こうした現

状に一石を投じようとしてtrbま す。継

続時な講座の開1‖で、占代以来のウ1

鮮半島とFI本 との文化的交流の歩み

を確認いたださ、受講した人 が々そ

れぞれの立場を超えてF■いを認め全

い共存できるよう努力する考えでおり

ます。

意識の変化や函飩観の多様化が

進む社会で、日韓と南北をずっとずっ

と親しくできる民際を実現し、分散し

傷ついた♀→ウリ社会に安寧をもた

らず夢、協力と和解に自己実現の仙i

llLを 求める次ll代に希望の輪をかけ

てあげるビジョンをl・lち 、不舌Lに 進

進するつもりです。

大ホール

惨加費]1000円
学生無料・定員120名

宮 /・b麗僧・

R.んと■ 子
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い
ま
面
自
い
市
民
運
動
の
情
報
誌

●
平
和
新
聞
こ
愛
知
版

（
二
〇

二
四

・
二

・
五
　

編
集

＝

愛

知

県

平
和
委

員
会

／
名
古

屋
市

東

区
）

○
核

兵

器
禁

止

条
約

発
効

三
周
年

／

日
本

政
府

こ
そ
が
条

約
参

加

を

〇
あ

い
ち
総

が

か
り
行

動

１

９
集

会

／
自

民
政

治

を
終

わ

ら

せ
よ
う

○
被

爆

者

励

ま
す

つ
ど

い

＆

フ
ィ

ー

ル
ド

ワ
ー

ク
／
高

校
生

平
和
ゼ

ミ
ナ
ー
ル

ほ
か

●

草

の

根

（
二
〇

二
四

。
二

・
六
　

発
行

＝

原
水

爆
禁

止
愛

知
県
協
難
会

／
名

古

屋
市
東

区
）

○

【
反
核

・
平
和
新
春

の
つ
ど

い
】

外
交

の
欠
如

が
戦
争

に

つ
な

が

る

○

日
本

政
府

に
核
兵

器
禁

止

条
約

の
署
名

・
批
准

を
求

め

る
署
名

／

二
〇

二
四

。

一
・
十

現
在
　
愛

知

県
内

一
〇
七
、
七
四
七
筆

○
条

約
発
効

三
周
年
記
念
行

動
／

今
年

こ
そ
日
本
政
府
が
批
准
を

ほ
か

●

な

ご

や

市

職

（第

二
四
〇
〇
号
＝
二
一〇

二
四
年

二

月

一
日
　

発

行

＝
名
古

屋
市

職

員

労
働
組

合
／

名
古

屋
市
中

区

三

の

九
）

〇
職

員

た
ち

の
切
実

な
声

／

「職

場

の
人
員

を
増

や
し

て
ほ
し

い
」

二
〇

二
四
働

く

み
ん
な

の
要
求

ア

ン
ケ
ー
ト
結
果

○
会

計
年

度
任

用
職

員
、
十

一
名

が
組
合

加

入

へ
／

「
学
習
会

で
組

合

に
興
味

が
わ

き
ま
し
た
」
／
熱

田
区
役
所
支
部

○
誰

も

が
安

心

し

て
働

き
続

け

ら

れ

る
職

場

を
／
障

が

い
者
職

員
交

流
集
会

ほ
か

●
と
と
り
通
信

（第
二
八
号
＝
二
〇
一
面

。
一
二
真

〇
　
発
行
日
朝
鮮
高
校
無
償
化
ネ
ッ
ト

愛
知
／
と
と
り
の
会
／
連
絡
先

・
愛
知

県
豊
明
市
）

〇
公

開

。
交
換

授
業

／
愛
知
朝
鮮

中
高

級
学
校
創

立

七
五
周
年

。
新

校
舎
竣

工
記
念

〇

民
族

料

理
教
室
／

キ

ン
パ

（
の

り
巻
き
）
と
朝
鮮
式
冷
や
麦

〇
事

務

局

ほ

の
ぼ

の
便

り
～
山
脇

佳
さ
ん

ほ
か

●

あ
ま
東

部

（
隆

一
八

一
＝
二
〇
二
四
ム

〓
二

一
　

発
行
＝
あ
ま
東
部
平
和
委
員

会
／
海
部
郡
大
治
町
）

○

「
学
び
と
行
動
」
を
合
言
葉

に

出
足
早
く
前

へ
１
／
反
核
平
和
新

春

の
つ
ど

い
／
平
和
運
動
は
何
を

す

べ
き
か

○

元

日
宣

伝
／
今

年

も
熱

田
か
ら

第

一
歩

〇

【
リ

レ
ー

エ

ッ
セ

イ
】

つ
な

が

る
平
和

の
バ
ト

ン
～
松
永
洋
子

ほ
か

●

セ

ン
タ

ー

ジ

ヤ
ー

ナ

ル

⌒
一
一
六
号
　
一
一〇
二
三
。
一
二
”
二
五
　
発
行

＝
真
票
大
谷
濠
名
古
屋
教
区
教
化
セ
ン
タ
ー
・
名

奮
麗
節
中
区
橘
）

○
耳
根
清

徹

に
し

て
、
苦

患

に
遭

わ
ず
～
荒
山
　
淳

○

「
教
行
信

証
」
撰

述

の
願

い
／

真
実

の
行
～

一
楽
　
真

○
尾
張

の
真
宗

　
法

宝
物

調
査

レ

ポ

ー

ト
／
相

続
講

開
設

五
十

周
年

記
念

教

如

。
厳

如

両
上

人
連

座
御

影

ほ
か

●

ポ

ラ

ム

（
第

一
四
五
号

――

二
〇

二
四

。
二

・
〓
一　

発

行

＝
岐
車

朝
鮮

初
中
級

学
校

の
子
ど

も

た
ち
を
支

援

す

る

ポ

ラ
ム
の
会
／
岐
阜
市
長
良
）

○
今

年

の
干
支

は
ド

ラ
ゴ

ン
か
竜

か
？
～
後
藤
輝
美

○
明

日
に
向

か

っ
て
　

差

別

か
ら

信
頼

へ
～
堀
　
無
明

〇
岐

阜
市

長

さ

ん

の
発

言

に
思

う

～
安
西
玲
子

ほ
か

●
瀬
戸
地
下
軍
需
工
場
跡
を

保
存
す
る
会
会
報

（第

一
七
九
号
＝
二
〇
二
四

。
一
・
十

五
　
発
行
＝
同
会
／
瀬
戸
市
）

○
言
葉

（
記
録

）
と
心

（
人
間
）

を
蔑

ろ
に
す

る
者

た
ち

に
抗

う
～

寺
脇
正
治

〇
み
な
さ
ん
、
ど
う
思
わ
れ
ま
す

？

★ご蒋薔 <日本と朝鮮 (愛知版)>のパックナンバーは }曲げ          て みら1鳴サ
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／

地

下

工
場
跡

地

の
陥

没
穴

や
溝

は
戦
争
遺
跡
か
？

〇
六
用
九

日
　
愛
知
時
計
襲

っ
た

空
襲
①
～
環

目
秋
彦

●

一麦
労

適
一

（第
二
六
七
号
＝
熟
％

二
四

・
二
　
発
行
＝
愛
知
県
労
働
組
合

総
連
合
／
名
古
屋
市
熱
日
区
）

○
大
企
業

は
社
会
的
責

任

を

は
た

せ
／

二
〇

二
四
国
民
春

闘
ト

ヨ
タ

総
行
動
を
成
功
さ
せ
よ
う

〇

【
オ
ピ

ニ
オ

ン
】
賃

上
げ

は
私

た
ち

の
手

に
あ

る
／
被

災

地

に
寄

り
そ
い
た
た
か
お
う

〇
労
働

組
合

が
奨
学
金

問
題

か
ら

救

う
／

奨

学
金
制

度

の
闇

と
解

決

の
展
望

ほ
か

●

日
中
友
好
新
聞

・
愛
知
県
連
版

（
二
〇
二
四
年

二
月

一
日
　
発

行

＝
日
中
友
好
協
会
愛
知
県
連
／
名

古
屋
市
千
種

区
）

○
中
国
百
科
検
定
　
合
格
者

。喜
び

の
一戸

○
名

古

屋
春
節

祭
／

県
連

も
ブ

ー

ス
で
参
加

○

【
中

国

も

の
し

リ

コ
ー

ナ
ー
】

中

国

五

岳

／

泰

山

・
華

山

・
衝

山

・
恒

山

・
嵩

山

ほ

か

（
．

一報
〇 本
毛

」

「

↓
ウ
ザ

五．
愛

駒
難

――
同
協
会
愛

知

県
連
合
会

／
名

古

屋
市
東

区
）

○

ロ
シ

ア
語

受
講
者

を
増

や
す

～

服
部
　
和

〇
第

八
回
新

春

サ

モ
ワ
ー

ル
お
茶

〈本
○

け
シ
ア
で

の
人
権

保
障

は
ど

う

な

っ
て
い
る
？
／
過
激

派

活
動

取

締
法

に
対
す

る
憲
法
裁
判
所

の
憲

法
判
断
～
杉
浦

一
孝

ほ
か

●
半

田

・
戦
争
を

記
録
す

る

会
通
信

（
に
九

五
＝
二
〇

二
麟

・
一
・
十

発
行
――
向
会
／
半
田
市
）

○

月
工
襲
を
追
体
験
す
る
つ
ど
い
」

開
催
／

に

一
三
戦
争
と
平
和
を
考

え
る
つ
ど
い

○
戦
時
動
員

・
震
災
犠
牲
者
追
悼

式○
成
岩
小
学
校
で
平
和
出
前
授
業

ほ

か

●
革
新
・
愛
知
の
会

（
第

二
四
五
号

鷲

二
〇

二
四

・
二

・
十
発

行

＝
同
会
／
名

古

屋
市
熱

田
区
）

○

【
イ

ン
タ
ビ

ユ
ー

】

川
瀬

ま
ゆ

み
さ

ん

＝
お

互

い
の
違

い
を
認

め

て
、

と
も

に
生

き

る
、

人

に
優

し

い
社
会

を
／
心

が
動

く

「感

動

」

が
人
を
変
え
る

○

自

民

党

政

治

を

終

わ

ら

せ

よ

う

！
／

「
市

民
と

野
党

の
共
闘
」

の
再
構
築

で

〇

【
近
ご

ろ
思

う
事

こ

と
】
藤

川

誠

二
さ

ん

＝
志

賀
原

発

で

の
想

定

外

ト

ラ
ブ

ル
／

早
急

に
規
制
基
準

の
見
直
し
を

ほ
か

覇

菫

【
埼

玉

版

】

一
δ

一
西

二
丁

一

〇
写
真

／
韓

国

か
ら
埼

玉
県

小

川

町

へ
農
業
研
修
団

〇
会

員

を
増

や
し
、
新

た
な
前
進

の
年

に
～
関
原
正
裕

〇
夢

を
語

り
、
未

来

を
語

ろ
う

～

新
島
善
弘

ほ
か

【
群

馬

版

】

二
９

西

二
丁

一

〇
群
馬

の
森

　

朝
鮮

人
追

悼

碑
撤

去

に
抗
議

○
戦
時
中

の
群
馬

県
内

　

朝

鮮

人

動
員
現
場

一
覧

（
４
０
ヵ
所
）

○
原
発

は
文

明

の
お

化

け
／

フ
ク

シ

マ
を
忘

れ

な

い
１
／

二
〇

二
三

年

の
原

発

を
振

り
返

る
～
新

井

忠

夫

ほ

か

【福
岡
版
】
一
否
一西

ム
Ｔ

一

○

【
あ

れ

こ
れ

コ
リ

ア
】

西
大

門

刑
務

所
歴
史
館

⑤

～

田
中

美

由
紀
一

〇
戦
争

の
総
括

は
せ
ず

「
一
億

総

懺
悔
」

〇

【
韓

国

の

マ
ス

コ

こヽ

３
月
、

朝
鮮

半
島

に

「
危
機

の
春

」

が
来

る

ほ
か

【
表
壼
――
三
濾
甦
子
】
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